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研究成果の概要（和文）： 

本研究はグローバリゼーションの波に巻き込まれる中国において、民衆の対外意識に影響を与

えるメディアの国際報道に焦点をあて、特に国際報道の生産メカニズムと国際情報の提供メカニ

ズムの解明に重要なカギとなる政府の管理政策について、第１次資料に基づき実証的な考察を行

い、中国における国際報道の管理政策の実態を明らかにしたものである。こうした政策の検討に

より、民衆の対外意識の行方を分析する上での重要な手がかりを提供した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

  The present study aimed to focus on the international news report in Chinese media, 

which has significant influence on Chinese consciousness to foreign countries in the 

context of economic globalization, and to eludicate the mechanisms of the government’

s management policy which are considered to be a key for understanding the situation of  

both production of international news and providing of international information. This 

study will provide critical clues to analyze the tendency of Chinese consciousness to 

foreign countries. 
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１．研究開始当初の背景 
中国の改革開放政策を背景に、中国メディ

アの産業化（独立採算制への転換）が進んで

いる。大衆紙やインターネットという新興メ

ディアが急速に発展しており、情報空間は大

きく変わりつつある。特にＷＴＯ加盟以降、

メディアの受け手となる大衆の間に、国際情

報への需要が高まり、国際ニュースを担うメ
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ディアは積極的であり、意欲的である。だが、

国際情報伝達の制度として海外から輸入情報

は依然として厳しく制限され、国営新華通信

社を窓口とし一本化するシステムに大きな変

化が見られない。そのため、新興メディアは

新華通信社の配信記事を再編集して掲載する

しかできない。こうした制限された情報空間

の中で、民衆の対外意識が形成され、維持さ

れており、2005年に反日デモ、2008年に反フ

ランスデモが中国各地で繰り広げられた。   
2008年の北京五輪後、中国政府は中国が

「公共外交」の時代に入っており、中国国民

の「世界公民」への意識転換が必要性である

と認識しているにもかかわらず、民衆は2010
年、再び暴力的な反日デモを展開した。この

ような現実を踏まえ、中国の民衆の対外認識

に影響を与える国際情報空間の実態、国際報

道の仕組みを実証研究により明らかにする必

要性が生じている。 
 研究の学術の背景としては、日本において

日中摩擦とメディアとの関連性や、ナショナ

リズムの視点からメディアと国民の対日世

論についての研究があった（高井潔司・日中

コミュニケーション研究会編著『日中相互理

解のための中国ナショナリズムとメディア

分析』明石書店、2005 年／大石裕/山本信人

編著『メディア・ナショナリズムのゆくえ―

―「日中摩擦」を検証する』朝日新聞社、2006
年）が、中国における国際報道の生産メカニ

ズムと国際情報の提供メカニズムの解明に

ついての研究がなされていない。中国におい

て、雷雨と李鶴の「2001 年から 2005 年にか

けて『環球時報』における対日報道について

の研究」（「2001－2005 年《環球時報》対

日報道研究」劉志明主編『中日伝播研究』学

林出版社、2008 年に収録）、劉小彪の「京

滬穂寧における国際報道現状の研究」（「京

滬穂寧報紙国際新聞報道現状研究」『新聞実

践』2009 年 3 月）という論文がある。しかし、

雷雨と李鶴の論文では、『環球時報』が置か

れている政治、経済、社会環境及び中国のメ

ディア制度を十分に考慮されず、単に報道内

容を量的分析と質的分析が行われた。一方で、

劉小彪の論文では、中国の地方紙の国際報道

の現状が明らかにしているが、その現状の背

景となる報道体制の深層と制度要因につい

ての分析が行われていない。また、近年来、

海外メディアにおける中国のイメージにつ

いて研究が主流となり、中国における国際報

道の生産メカニズムと国際情報の提供メカ

ニズムおよび民衆の対外意識形成と変容の

分析に重要なカギとなる国際報道に関する

管理政策の研究は欠落しており、埋められて

いない。 

 

２．研究の目的 

 以上の背景において、本研究では中国の国

際報道に関する実証的研究を進めることに

より、中国メディアの国際報道の仕組み、報

道体制および国際情報伝達のメカニズムを

明らかにし、特にそれらの解明に重要なカギ

となる政府の管理政策の実態を明らかにし、

民衆の対外意識の形成と変容にメディアが

果たす役割とその特質を浮き彫りすること

を目標とした。 

 
３．研究の方法 

本研究において、中国におけるメディアの

国際報道に焦点をあて、国際報道の体制と仕

組み及び政府の管理政策を明らかにするた

め、文献分析、報道分析、さらに現地調査や

インタビューを行う実証的研究を進めた。 

①中国の国際報道に関する文献、民衆の国

際意識に関する調査を検討した。 

②国際報道を中心とする新聞――『参考消

息』『環球時報』『国際先駆導報』『青年参考』、

及びリベラル志向の強い新聞――『南方週末』



『南方都市報』などの国際報道について考察

を行った。 

③国際報道における中国共産党と政府の政

策、指針に関する一次資料――特に中央宣伝

部と新聞出版総署の公文書、指導者の演説な

どを整理し、分析を行った。 

④中国の大学などの研究機関と報道機関の

聞き取り調査を行い、資料の確認とともに研

究や意見の交換などの作業を行った。 

 
４．研究成果 

本研究で中国の国際報道に焦点をあて、実

証的研究を通じて、中国メディアの国際報道

の体制を明らかにし、特に第１次資料に基づ

き、国際報道の生産メカニズムと国際情報の

提供メカニズを解明するため重要なカギと

なる政府の管理政策の実態を明らかにした。 

1970 年代末までに、中国における国際情報

や国際ニュースを扱うメディアが非常に限

られており、新聞を例にし、1957 年 3 月 1日

から内部発行から、購読の範囲を拡大し、公

開出版になった『参考消息』だけだった。対

外開放政策により、海外情報を求めるニーズ

が増え、新聞、雑誌とラジオ・テレビにとっ

て国際ニュースの有無が水準を評価する１

つの重要な指標となった。特にＷＴＯ加盟以

降、大衆の国際情報の需要がますます高まり、

メディアも国際ニュースに積極的に取り組

む姿勢が見せた。現在、国際報道と国際情報

を伝達する重要なチャンネルとして、新華通

信社、中央テレビ局、中央人民ラジオ放送局、

人民日報などの中央レベルの主流メディア

があり、これらの主流メディアの傘下にある

いくつかの国際ニュース専門紙がある。例え

ば、新華通信社の『参考消息』、『国際先駆

導報』であり、人民日報社の『環球時報』で

あり、中国青年報の『青年参考』、中央人民

ラジオ放送局の『世界新聞報』などがあげら

れる。これらのニュース機関は海外常駐特派

員を派遣し、海外支社を持ち、現地で直接取

材ができる。それらのメディアの中に『環球

時報』が特に注目に値する。 

『環球時報』は 1993 年に人民日報社のよ

って創刊し、発行された。一般市民向けの国

際ニュースを中心に取り扱う新聞である。こ

こ数年、様々な重大な事件、事故、国内外の

情勢についても積極的に態度を表明し、発信

するため、国内だけではなく、海外メディア

にも注目されている。一方でナショナリズム

の色彩が強いため、広州にある普遍的価値を

提唱する新聞『南方週末』や『南方都市報』

と対照的な存在となっている。 

国際ニュースを報道するメディアは国際

専門紙の外、全国総合紙と地方総合紙の国際

面も重要なプラットフォームである。地方紙

の場合は、上海『文匯報』のこのような幾つ

かの大型地方のメディアが海外常駐特派員

を持つ以外、ほとんどの地方のメディアは新

華通信社が配信する国際ニュースを採用す

る。そのため地方紙の国際ニュースの同質化

が顕著である。近年来中国メディア改革の最

前線に立つ『南方週末』や『南方都市報』は

国際報道における独自の取材に取り組んで

いる。しかし当局の管理が厳しく、制限が多

いので、国際報道面での大きな改善が見られ

ない。新聞における国際報道の体制について

考察を通じて、『参考消息』と『環球時報』

が国際情報伝達において、ほぼ独占的な位置

を占め、核心的な役割を果たしていることを

明らかにした。特に新興メディアの『環球時

報』が政府の特別の扱いにより積極的に民衆

の対外輿論を誘導しようとする役割を果た

している。 

こうした報道体制の背後にどのような報

道管理政策や報道方針があるのか。本研究で

は中国における国際報道の管理政策の実態

を明らかにするために、建国以来の中国共産



党宣伝部と国家新聞出版総署が編集、出版し

た文献資料と党指導者の関連演説などの第 1

次資料を整理、検討し、あわせていくつか国

際報道に携わったメディア関係者の文献資

料および現地インタビューなどを検討し、以

下の 3つの方面、つまり①国際情報に関する

窓口一元化の管理政策②外交に奉仕する国

際報道の政策③国際報道における国内意識

の重視の方針から、歴史的に、系統的に国際

報道の管理政策の実態を明らかにした。 

建国から 60 年あまり、中国の国際報道の

管理政策は極めて強い連続性を保持してき

た。国際情報伝達をコントロールするため、

常に国際ニュース情報源を厳しく管理して

いる。国際ニュースの配信を新華通信社に一

本化し、印刷物や映像情報の輸入も厳しく管

理している。たとえインターネットの普及と

人的往来の拡大により、海外情報が入手しや

すくなったとしても、メディアとニュースサ

イトが勝手にそれらの情報を使ってはいけ

ないという規制は変わらない。 

また、国際報道を政府の外交に奉仕させる

原則も変わらない。1987 年に第 13 回共産党

大会の前に、政治改革の機運が高まったこと

を背景に、国際報道と外交と「それぞれは異

なる役割と特徴があり、異なる方面で役割を

果たさなければならない」と当局は認識し、

その上、国際社会の重大な出来事、特に各国

の政局の変化について、「外交は情勢がかっ

きりになってから態度表明をしなければな

らないが、報道がタイムリーにする必要だ」

とメディアが報道機能を果たすべきである

との報道改革の姿勢を示した。しかし、1989

年の天安門事件後、政治改革は停滞しており、

国際報道の改革も声を潜めた。 

21 世紀に入ってから、特にＷＴＯ加盟後、

経済グローバル化により国際情報の需要は

高まり、かつ多様化し、国際報道の規制緩和

が求められた。しかし、2003 年の SARS 事件

による情報のグローバル化の衝撃を受けた

中国当局は、それに続いて相次いで発生した

ウクライナのような一連の抗議活動による

政権交代に対して非常に警戒を抱いている。

再びアメリカをはじめとする西側の国々が

中国を西洋化させ、分裂させようとの認識

を強調する。それを背景に、報道管理当局

は「国際ニュースがそれぞれのレベルで国

際世論に影響を与えている」ため、国際報

道を行う際に国内の社会の不安定要素を誘

発してはいけないと、中国メディアに注意

を呼びさまし、国際と国内の情勢に常に配

慮し統一的に考え、国内の状況を意識しな

がら国際ニュースの価値を判断すべきであ

ると「国内視点」を重視した。すなわち国

際情報の選択にあたって国内の社会の安定

と中国共産党の統治体制への影響を注視し

てきた。 

以上の政策の下で、普遍的価値を提唱する

新聞『南方週末』や『南方都市報』のような

新興メディアは、災害報道などで海外に直接

に取材を行い、独自の国際報道を試みたが、

当局が事後検閲で注意したり、責任を負わせ

たりするため、こうした新聞も国際報道の大

きな進展を達成できずにいる。一方で、『人

民日報』の傘下にある『環球時報』は「普遍

的価値」を批判し、「国内意識」を強くして

国際報道に取り組んでいる。胡錦濤が 2008

年に人民日報社を視察し演説をしたように

「国際情勢を検討する時、国際情勢が国内に

どのような影響をもたらしてくるかを考え

なければならない。国内問題を処理する時、

それが国際社会にどのような反響を巻き起

こすか、われわれが国際社会において主動的

地位に立つことにためになるかも考えなけ

ればならない」。『環球時報』はまさにこの



ような報道方針で国際と国内をつなぎ、国内

の対外世論を誘導しようとしている。 

しかし、普遍的価値を追求する国際報道と、

国益と外交に奉仕する国際報道とのバラン

スが取れず、『環球時報』のような民族主義

に偏った報道が多くなると、大国化の中で国

際社会との協調も課題となる中国の外交を

困らせる可能性も考えられる。今後の研究に

おいて、こうした国際報道の行方をフォロー

していきたい。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
○取得状況（計 0件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
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